
別添 

 入 札 条 件 

 

１ 調査基準価格に満たない価格の入札を行い、低入札価格調査の対象となっ

た者との契約に係る契約保証の額は、請負代金額の 10 分の３以上とし、建設

工事請負契約書別記（以下「別記」という。）条項は以下のとおり読み替えて

適用します。 

(1) 別記第４条第３項の規定中「請負代金額の 10 分の１以上」とあるのは「請

負代金額の 10 分の３以上」と読み替えて適用する。 

(2) 別記第４条第６項中「請負代金額の 10 分の１」とあるのは「請負代金額

の 10 分の３」と読み替えて適用する。 

(3) 別記第 50 条第２項中「請負代金額の 10 分の１」とあるのは「請負代金

額の 10 分の３」と読み替えて適用する。 

  

２ 調査基準価格に満たない価格の入札を行い、低入札価格調査の対象となっ

た者との契約に係る前払金の額は、請負代金額の 10 分の２以内とし、別記条

項は以下のとおり読み替えて適用します。 

  なお、工事の進捗に伴う中間前払金又は部分払の請求を妨げるものではな

いことを申し添えます。 

(1) 別記第 34 条第１項中「請負代金額の 10 分の４以内」とあるのは「請負

代金額の 10 分の２以内」と読み替えて適用する。 

(2) 別記第 34 条第６項中「請負代金額の 10 分の４」とあるのは「請負代金

額の 10 分の２」と、「10 分の６」とあるのは「10 分の４」と読み替えて適

用する。 

(3) 別記第 34 条第７項中「請負代金額の 10 分の５」とあるのは「請負代金

額の 10 分の３」と、「10 分の６」とあるのは「10 分の４」と読み替えて適

用する。 

  

３ 調査基準価格に満たない価格の入札を行い、低入札価格調査の対象となっ

た者との契約に係る契約不適合を理由とした履行の追完の請求、損害賠償の

請求、代金の減額の請求又は契約の解除ができる期間は、引渡しを受けた日

から４年（設備機器本体等に係るものである場合には２年）以内とし、別記

条項は以下のとおり読み替えて適用します。 

(1) 別記第 52 条第１項中「引渡しを受けた日から２年」とあるのは「引渡し

を受けた日から４年」と読み替えて適用する。 

(2) 別記第 52 条第２項中「引渡しを受けた日から１年」とあるのは「引渡し

を受けた日から２年」と読み替えて適用する。 


